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1. ，まじめに

* 

は、1944年に起こったマグニチュード 7.9の大地震である Oしかし、当時は戦争中であっ

たため報道管制が敷かれており、被害の詳細についてはっきりしたことがわかっていなかった。戦後、

大庭(1957)が静岡県西部地域の家屋被害の統計と地盤との関係について詳縮にまとめ、その後多く

の研究者にょっ

ところで、

されたが、工場被害についてはまだ不明な点が多い。

による静岡県高部地域の被害や地盤の関孫について継続的に研究をす

すめているが、最近これらの資料を収集整理している

した。そして、これらはいずれも浜松市を中心とし

されていなかっ

なお、この論文で

くさん

こで、いままで

しくまとめてみることにした。

ることにとどめ、 日、 55U

ることにするO

2. 

以 1

高幹

(昭和19年)

ブに沿う

7 B 13時36分、南海トラ

136.6
0

E)とし

O 

り、とくに

し

し

30~40 cm 

C々 O 

3. 

されでい
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静陪地学 71号 (1995)

は当時の浜松警察署がとりまとめたもので、地震当日から約 1カ月間の工場や学校などの

被害の報告が克明に記録されており震要な資料となった。また、各事業所の社史や沿革史も参考にし

た。さらに必要に応じて、現在も存続している工場があれば直接出向き、体験者に体験談を伺った。

ところで、 は当時のカメラの普及台数が少なく、ブイノレムなどの入手も なので発

に公掘は不可能かと

表済みのものも含めて 7

ンシュウ)

き1'-

4.被害の統計

浜松市には紡織、 を中心に 3，185笛所(昭和 17 より)の工場

があったが、いずれの工場も戦時中であったために、飛行機や弾丸などの生産にかかわっていた。そ

して、これらの工場が地震によってたくさん倒壊した。浜松市周辺の地震動の大きさは家屋の倒壊率

や被害状況から推定すると、およそ震度V~VIであったと思われる O

1はこの地震によって被害を受けた軍需工場の一覧である。また、留2にその位置を示す。浜松

に及んだ。これらの被害

状況

79名、

53，620坪、 82 

29，429，200円である Oしかし、

45 

を提出しなかっ

にはこれ以上の被害があったものと予想されるO

G日後の 12月13日に内務省警保局長にあてた浜松署管内の被害

るO

にし

り白

ず。中

出

る

ら

動取片的中なれまた、日本楽器天竜工場(航空部品制作)

約一00名出動応急復旧中なり。小糸航空、遠丹、!製機、 の

みにて る作業を実施中にして大なる

にして目下の所取片前には他の応援 ものの如し。J

これら

田町)、日

などである O

らもわかるとおり、

(森田町)、

けた工場は、小糸航空株式会社(森

(宮竹町)、日本楽器天竜工場(飯田村)

5. 

次に大き

①日

けた 4つ を取り上げ、その特徴を述べる O

していハ-0 造

造

が

ト

ガ

塔

一

ン

措

リ

レ

水

ク

て

た

ま

ン

つ

つ

コ
レ
小
中
め

V

」

ア

」

(中沢町)

りの 2~3 階建てのどルとレンガ造り

りの鋳物工場が崩壊し、閉じレンガ造り

倒壊し死者1名と数名の負傷者を出した。

に分かれていたが、
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表 1 東南海地畿による浜松市を中心とした翠需工場の被害一覧

番 工場名
|場者 所在地 棟議数 坪全数壊 議数半 半坪数壊

死 E霊 経 主自密 復旧見込み 長講考
警訴 現在名

製品

号 者!綴
t罫(丹)

l 滋義製作所 浜松市海老塚町 1 80 24，000 38位で復旧 霊童災鉄ヱ

2 日本楽器官事者燦製作所 。 浜松市海者緑町 71 350 I 9，000 約1週間を援す

3 中島飛行機宮竹工場 @ 浜松市宮竹町 9112，900 115 6，630，000 8劉磁壊にして見込み立たず 木造鍵盤根将棋綴し 80 トウメン 飛行機用発動機

4 株式会社城北製作所 浜松市元田町 41 355 11 45 31114，000 3カ月位の見込み

5 東洋木工株式会社佐藤工務 浜松市佐藤町 1 80 24，000 1週間伎の見込み 同名

6 須I.U光機株式会社 浜松市佐返事町 11 20 3，000 倉庫にして支障なし

7 樋JII機械製作所 浜松市佐藤町 4 9018 207 58，000 1遡11同位

8 石川鉄工所 浜松市砂山町 同名

9 中島航空金鴎天電工場 浜松市三島町 312，000 11300 81645，000 1週附伎の見込み リズム自動率 飛行機用発動機

部品

10東海務機E重工梁株式会社 浜松市山下町 41 100 31 60 39，000 1カ月半位の見込み

11 11 100 11150 52，500 約5カ月位の見込み 悶名

12加藤鉄工所 21 334 11690 41203，000 3カ月位の見込み

13大昭商機製作所 浜松市寺島町 1 4012 320 60，000 2カ月の見込み

14河合楽器本社 @ 浜松市寺ぬ盟I 61 885 1120日 111，080，000 3.4カ月を墜す 40 同名

15明野機械株式会社 浜松市助f露町 被害手なし 同名

16岩井慾具工議株式会社 浜松市松江町 217，725 

17東洋木工株式会社本社 浜松市常盤町 1，000 軽微

18 斑軍事事専務木工所 浜松市新路町 3 54 16，200 芸者綴中のものにして支線なし 向名

19 日東航空宮浜松製作所 。 浜松市森沼町 1511，500 3011，000 212 1611，210，0日O 1カ月を裂す 80 広様紡綴 戦闘機風防

201 d、来銃器工議浜松工場 。 浜松市森田町 411，338 912 2811，200，000 1カ年を裂す 80 

21太平喜毒薬株式会社 浜松市森田町 61 360 

22浜松航空株式会社 浜松市浅田町 2 4013 8日 19，500 1カ月位の見込み 飛行機

23中部製紙隊式会社 浜松市総越町 41 580 

24鈴木織機本社 o 浜松m相生町 411，600 11860 312，300，000 応急7日完全2カ月 40 

25 日本楽器本社 。 浜松市中沢町 21 4411 2 8，000 &時「守防か ，;開閉イ凹 ヤマハ プロペラ

て筏|自の見込み 線は官隊

26浅野盤工祭浜松工場 浜松市中島町 被なし 住正雪機縁

27圏分鉄工所 浜松市中島町 I 8011 54 31，500 1カ月伎の見込み 同名

28三協機械製作所 浜松市野口町 11100 15，000 歯障にて支隠なし 同名

29内山機械工作所 浜松市野口町 500 軽微 同名

30河合楽器綴子工場 。 浜松市t浩子町 31 435 316日日 508，000 約40日を裂す

31相生製作所 浜松市託手事寺町 21 140 42，0叩 月伎で佼旧 同名

32有国鉄工所 浜松市寵縛寺町 500 経徽

33 日本銃砲製造株式会社 浜松市電禅寺町 500 軽微 銃砲

34鈴木綴機高官事工場 。 浜名郡可奨村 513，573 11756 519 915，500，000 応古車2カ月完全4カ月 60 鈴木自動車 開丸、機隙銃

35東京無線工幾浜松工潟 。浜名郡司I美村 311，180 2139日 511，200，000 主製薬に支障なし

36遼f時機核排式会社 。 浜名郡可英村 1215，832 61201 3110 1512，133，即日 1カ月を童書す 50 エンシュウ 級機、手りゅう弾

37浜松航機工幾株式会社 浜名郡篠原村 21 500 11102 1113 4カ月位の見込み 飛行機

38大東工機株式会社 浜名郡小野口村 11200 新築工塔にして支障なし

39浜松楽器製造所 浜名郡絞志村 被警なし

40中西航空エ議 浜名郡中ノ町村 51 595 11 76 20日位の見込み 飛行機

411J転車航空浜松工場 浜名郡長上村 11120 木造瓦護平屋怒盤根 統笠機部品

42 日本楽器鶴見工場 。 浜名郡鶴見村 41 337 51387 290，000 応急2週間完全2カ月 ヤマハ

43 日本楽器天電工場 O 浜名郡飯田村 517，700 11600 313 2314，450，000 本月中に筏1日 80 ヤマハ

44 日落航空工諜 @ 浜名郡舞阪村 21 800 311，000，000 操撲に支存率なし コロンピア

45 日本楽器禰羽工機 。 浜名郡和田村 11160 2，000 3日間を裂す ヤマハ

46 日本楽器永田工場 O 浜名郡和田村 31 369 11270 211 21560，000 市カ伐月をl調憂悶す宇)会 ?-h月(3.4 ヤマハ

47天竜兵総司章式会社 浜名郡和閏村 2 1 死亡者は学徒E抱負

48栄ゴム工紫株式会社 浜名郡和問村 11 17611 IllJ名

49天電製銀株式会技 浜名郡和田村 31 200 問名

501;!!;野綿密工紫株式会社 浜名郡鷲津町 13 全機

5111富士紡鷲路工地 浜名郡鷲体罰I コンクリ ト亀裂 悶名

52 矢際若干草線工事選株式会社 訳名郡章者待町 6 レンガ壁掛れ!E死 矢崎部品 自動車捻線

53安藤怪気株式会社 浜名郡驚町 12137 同名

541l霊聖書絡の小工機 浜名郡鷲津町 2 11 

55三和工議天竜工場 不明 21 145 悶名

56浜名航空工議所 不明 3 93 

57半塔総機株式会社 不明 1 50 

58丸簿飛行機工栂 不明 11 100 

59 日本蚕舟浜松工場 不明 1 50 

印常緩航空工場 不明 1 14 

61浜名機紋株式会社 不明 41 190 

62大池綴布 不明 11 150 

63大東工議株式会社 不明 41 400 

l
l
H
m
-
H由
l
l

(注)

①地際後かなりの年月を経ているため、不明な数値や事柄が多くこれらは空機で示した。

②工場名は当時のものである。

③重要工場とは、怒用物資の生産力が大きい工場を示す。

④所在地はできるだけ当時の町名で示したロ
⑤ 損号事免税ぺは当時の金額で示した。
⑥復旧見込みは昭和19年12月9日現在のものである。
⑦被害率はおおよその全半壊率を%で示した。

③現在名は軍需工場のあった場所に現在建てられている工場の名前を記したが、ほとんどが経営者や組綴がかわっていることに注怒を要する。
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静陣地学 71号 (1995)

う事故も発生した。また、

② 中島飛行機宮竹工場

(飯田村)は全壊した。

大手飛行機メーカーの発動機専門工場として敷地 148万 5，000m2を確保して昭和四年 11月か

ら建設が開始された。突貫工事によって 12月はじめには生産直前にまでこぎつけたが、地震によっ

て工場の全て(5，280mりが倒壊した。鋸屋根の9棟のE大工場であったが、バラック式に急造した

ため資材不足で柱の数が不足していたことが倒壊の原因と考えられる O 倒れる様子を自撃した鵜飼

は「宮竹の田闘を理めてバラック建ての工場が1カ月位の間に建てられた。のこぎり屋根の

工場が突如出現したのにもび、っくりしたが、 12月7日の地震のときは将棋倒しのようにパタパタと

倒れ工場が突如消えてしまったのには 2度び、っくりした。Jと語っている O なお、この工場は再建さ

れることなく終戦を迎えた。

③ 遠州機械株式会社

にあった工場は手りゅう弾や機関砲弾、工作機械を製造していた。地震によっ

壊 12棟、半壊6棟の被害を受けた。このなかには弾丸工場、建設中の工作機械工場が含まれていたO

地震時の従業員数は 1，000名以上であったがそのうち死者3名、負傷者25名が出た。これら死傷者

の多くは浜松市立女学校や西逮学園女学校の学徒挺身隊の未経験な女子学生たちであった。また、

このとき鋳物工場では火を使っていたが、始末が適切であったため火事は起こらなかった。地震後

神奈川より大工20数名の緊急工作隊が出動し、学生もこれを手伝った。これにより地震後3

週間で復j日し、年末には重要部門の生産が再開できた。(写真ムムム 4参照)

④ 鈴木織機

(相生町)は第2工場と鋳物工場が倒壊した。また、従業員の間に112月8日の午後には

もっと大きな地震が来るjというデマが工場内に広がりパニック状態になった。高塚工場(可美村)

では鋸屋根の兵器生産工場3棟が倒壊し死者5名がでた。亡くなった従業員は空襲と間違えて機械

の下に揺れたためであったといわれるO このうち学徒挺身隊の誠心女学校生徒3名が圧死した。地

震後、東京、神奈川の大工や鳶職が緊急、工作隊として出動し復旧作業にあたった。

6.被害の原因

工場倒壊の原因について当時の遠州機械株式会社の元取締役安田元三氏は次の3点を指摘しているO

① 生産工場にはベルト掛けの機械が多く、天井に伝動用メインシャフトが還っており、

かった。

② 当時日本は鉄鋼が不足しており、金属の供出により柱と棟を結ぶ補強鉄材が撤去された。(補強鉄

材を残しておいた織機ショールームだけは倒れなかった)

③ 明かりとりの関係から東西に長い工場が多く南北の揺れに弱かったため、将棋倒しに倒れた。

以上のように、被害の原因は主に戦時下という物資不足のもとでの建築構造上の弱さが指摺されるO

また、地盤との詳細な関係は現在検討中であるが、被害は三方原台地のような洪積台地にはなく、

ほとんどが沖積平野で見られた。特に大きな被害を受けた小糸航空株式会社(森田町)、日東航空浜松

製作所(森田町)は遠チN灘に平行して並ぶ、砂堤列間の低湿地の東に位置し、石機管躍や澱炭層、シル

18 
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3 杭が壊れている O

4.逮持i機械株式会社の鱒壊
@提供は株式会社エンシュウ)
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トや粘土が厚く堆積している地域である O また、中島飛行機宮竹工場(宮竹町)は田園を埋め立てて

つくられた工場である O 日本楽器天竜工場(飯田村)は天竜川のつくる薦状地平野の!日河道に沿う後

背湿地にたてられた工場であるO いずれも上層に泥層が厚く堆積した軟弱地盤に工場が建てられてお

り地震動が増臆されたためと思われるO さらに、中島飛行機宮竹工場(宮竹町)では付近の井戸から

泥水が吹き出したという ら液状化現象がおこった可能性が高い。

7.復旧の経過

復i自は戦時下であったため、兵器生産の至上命令のもとで急ピッチで進められた(表lの復旧見込

み参照)。東京や神奈川の大工や鳶職人が緊急工昨隊として多数駆けつけた。また、当時の三方原飛行

隊や高射砲学校、中部第 130部隊、第79部段、陸軍病院などの軍隊も復旧作業にあたった。また、日

本楽器製造株式会社 に対して、 12月15日付で袋井町長

あてに次の要旨の文書を送っているo r袋井町では家屋の被害が大きく片付けも大変かもしれないが、
まず工場の軍需品生産を最優先させて従業員の欠勤のないように格別の配躍をしてもらいたいjこの

ように当時は地震で倒れた家屋の片付けよりも、兵器生産を最擾先させる時代であった。

図3'""'-'7は代表的な8つの軍需工場の復旧の経過を示したものである O 出動率(図3)は地震前日

と比べて地震発生25日目の 12月31自には、ほぽ元にもどっているが、生産率(閤4)、復旧率(図

5 )とも回復はしていない。地震発生後4日目の

12月11日から 17日にかけての片付け率(図6) 

は11興調に伸びているが、操業率(図 7)は変化が

くほぼ横ばい状態である O 特に日東航空浜松製

作所や中島飛行機宮竹工場のように、この地震で

さえも打ち切っ
。?叫即日
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図3.

4. 

てしまっ もあるO このように、

中心とした軍需工場に壊滅的な打撃を
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8. まとめ

(1) 東南海地震による浜松市を中心とし

棟、全壊坪数53.620坪、半壊棟数82棟、 7，992坪、 45名、 79 

154 

153 

は当時の金額で29.429.200円以上である O

(2) 特に大きな被害を受けた工場は小糸航空株式会社(森田町)、日東航空浜松製作所(森田町)、中

島飛行機宮竹工場(宮竹町)、日本楽器天竜工場(飯田村)である O

(3) 被害の原因は、戦争による建築補強用金属資材の供出や不足などの建築構造上の欠陥と、工場の

立地する

(4) 

えられる O

ら

32 

まで ら て)IC 0 

させていた

るO
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